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問　

本
市
は
、
工
業
系
事
業
所

の
数
が
県
内
で
４
番
目
に
多
く
、

金
属
、機
械
、輸
送
機
の
業
種
が
上

位
を
占
め
、
相
対
的
に
輸
送
用
機

器
へ
の
依
存
度
が
高
い
産
業
構
造

と
な
っ
て
い
る
。
多
く
は
中
小
規

模
企
業
で
あ
る
が
、
企
業
が
抱
え

て
い
る
問
題
の
解
決
に
向
け
、
市

は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
中
小
企
業
で

は
、
事
業
継
承
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
従
業
員
の
人
材
育
成
や

公
明
党　
　
　

松
澤　

堅
二

技
術
継
承
の
取
り
組
み
も
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
企
業

へ
の
支
援
制
度
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
会
社
の
規
模
に
よ
り
適
用
が

違
う
。
企
業
に
支
援
内
容
を
知
っ

て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か

２３

ら
中
小
企
業
診
断
士
を
派
遣
し
、

経
営
改
善
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
工
業
振
興
業
務
連

携
・
協
働
に
関
す
る
協
定
に
よ
り
、

協
定
金
融
機
関
と
連
携
し
、
営
業

力
不
足
を
強
化
す
る
な
ど
問
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
後
継
者

問
題
は
、
多
く
の
企
業
で
ス
ム
ー

ズ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
。

し
か
し
、技
術
力
の
継
承
は
、順
調

と
は
言
え
な
い
部
分
も
あ
り
、
人

材
育
成
事
業
に
よ
る
、
技
術
習
得

に
係
る
研
修
費
用
の
一
部
を
助
成

し
、
若
手
職
人
の
育
成
を
支
援
し

て
い
る
。ま
た
、今
後
の
支
援
制
度

の
周
知
は
、
工
業
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
も
工
業
振
興
施
策
を
掲
載
し
、

周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に「
『
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
』
の
策
定
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

落
合
・
吉
岡
の
工
業
系
開

発
は
第
６
回
線
引
き
見
直
し
で
、

膨
大
な
費
用
を
費
や
し
て
調
査
業

務
を
行
っ
た
経
過
が
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
に
掛
か
っ
た
経
費

は
幾
ら
か
。
現
在
、
区
画
整
理
事

業
を
進
め
た
い
一
部
の
地
権
者
と

市
に
よ
る
新
た
な
動
き
が
あ
る
よ

う
だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
動
い
て

い
る
の
か
。
区
画
整
理
事
業
に
対

し
、
多
数
の
方
が
意
思
表
示
を
し

て
お
ら
ず
、
事
業
の
完
全
撤
回
を

斜
地
へ
の
シ
ー
ト
の
設
置
な
ど
を

行
っ
た
。
工
事
は
急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て
県
が

実
施
す
る
。
平
成　

年
度
は
、
測

２８

量
・
地
質
調
査
な
ど
を
行
い
、　
２９

年
度
以
降
に
本
設
計
、
工
事
の
予

定
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
県
に

よ
り
市
内　

地
区
、
１
０
０
斜
面

４１

が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ

れ
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
配
布
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
住
民

へ
の
周
知
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
急
傾
斜
地
区
域
指
定
や
対
策

工
事
の
実
施
を
要
望
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
市
内
産
業
の
さ
ら
な

る
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」
を
質
問
）

あ
や
せ
未
来
会
議　

比
留
川
政
彦

　

問　

自
治
会
は
、
普
段
か
ら
安

全
・
安
心
の
地
域
づ
く
り
を
実
施

し
て
お
り
、
将
来
想
定
さ
れ
る
大

震
災
に
備
え
る
た
め
に
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
自
治

会
活
動
へ
参
加
す
る
住
民
が
減
っ

て
い
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
本

市
で
の
自
治
会
加
入
率
の
状
況
は

ど
う
か
。加
入
促
進
の
た
め
に
は
、

地
域
の
方
や
転
入
し
て
き
た
方
に

自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
に
メ
リ

ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
重

要
だ
と
思
う
が
、
加
入
率
向
上
に

向
け
て
、
市
は
ど
う
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
。ま
た
、未
加
入
の
方
を

含
め
、
若
い
世
代
へ
の
情
報
提
供

や
意
見
の
集
約
機
能
と
し
て
、
自

治
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
で

き
る
よ
う
支
援
を
考
え
な
い
か
。

　

答　

自
治
会
加
入
率
は
、
平
成

　

年
４
月
時
点
で　

・
３
％
と
、

２７

７７

　

年
前
よ
り
約
４
ポ
イ
ン
ト
低
下

１０し
て
い
る
。
加
入
す
る
メ
リ
ッ
ト

は
、
転
入
し
て
き
た
方
が
、
地
域

の
人
々
や
文
化
と
触
れ
合
う
こ
と

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
基
盤
を

つ
く
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
で

培
わ
れ
た
信
頼
関
係
が
災
害
時
の

助
け
合
い
と
心
の
支
え
に
な
る
と

考
え
る
。　

年
度
は
、
展
示
に
よ

２８

る
加
入
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

　

問　

貸
館
施
設
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
市
民
団
体
の
交
流
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
旧
福
祉
会

館
が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
利
用

し
て
い
た
方
々
は
大
変
困
っ
て
い

る
。
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え

た
、
交
流
が
で
き
る
施
設
の
設
置

が
望
ま
れ
る
が
、
市
は
公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な

複
合
化
し
た
貸
館
施
設
の
必
要
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、

貸
館
施
設
の
設
置
が
実
現
さ
れ
る

ま
で
は
時
間
が
掛
か
る
た
め
、
現

在
あ
る
施
設
を
有
効
活
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
綾
北
福
祉
会
館
や

中
央
公
民
館
で
の
飲
食
な
ど
の
利

用
条
件
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

答　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

基
本
方
針
で
は
、
公
共
施
設
に
は

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て

の
機
能
も
必
要
と
考
え
、
計
画
策

定
に
当
た
っ
て
は
市
民
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

綾
北
福
祉
会
館
は
民
謡
の
会
合
な

ど
で
の
利
用
の
際
、
食
事
を
と
る

こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
中

央
公
民
館
は
学
習
施
設
で
あ
り
、

飲
食
を
目
的
と
す
る
会
合
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
使
用
は
断
っ
て
い
る

が
、会
議
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
際
、

昼
や
夕
方
に
な
っ
た
場
合
は
弁
当

な
ど
を
認
め
て
い
る
。
飲
食
を
主

と
す
る
事
業
の
実
施
は
、
文
化
会

館
小
ホ
ー
ル
を
案
内
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
か
ら
見
え
る
課
題
と
評
価
に

つ
い
て
」
「
職
員
採
用
と
必
要
条

件
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

　

問　

平
成　

年　

月
に
吉
岡
で

２６

１０

台
風　

号
に
よ
る
崖
崩
れ
が
発
生

１８

し
た
。
崖
崩
れ
が
起
き
た
現
場
付

近
の
住
民
か
ら
は
、
天
候
が
崩
れ

る
と
不
安
で
あ
る
と
の
声
を
聞
く

が
、
市
の
具
体
的
な
対
応
は
。　
２７

年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
、
県
の
説

明
会
で
は
、
県
全
体
で
崩
壊
の
危

険
が
あ
る
一
定
の
基
準
を
満
た
す

区
域
を
指
定
し
、
対
策
工
事
を
実

志
政
あ
や
せ　

金
江　

大
志

施
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
急
傾

斜
地
崩
壊
対
策
工
事
ま
で
早
く
て

も
３
年
か
か
る
と
い
う
。
周
辺
住

民
か
ら
は
早
急
に
復
旧
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
る
が
、
工
事

時
期
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
同
じ
よ
う
に
崖
崩
れ
が

起
こ
り
得
る
よ
う
な
場
所
の
把
握

や
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
で
は
、
被
害
拡
大
防
止

の
た
め
土
砂
の
撤
去
や
、
倒
木
の

危
険
性
が
あ
る
樹
木
の
伐
採
、
傾

求
め
る
会
も
地
域
に
作
ら
れ
た
。

今
後
、
無
駄
な
調
査
費
用
を
使
わ

な
い
た
め
に
も
、
事
業
を
進
め
る

前
に
地
権
者
の
意
向
調
査
を
実
施

し
、
希
望
者
が
多
い
場
合
の
み
事

業
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

答　

第
６
回
線
引
き
見
直
し
で

は
、
当
時
、
深
谷
・
落
合
地
区
約

　

・
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
分
の
現
況
測

５０量
や
事
業
計
画
、
環
境
調
査
な
ど

で
平
成　

年
度
ま
で
に
約
１
億
５

２５

０
０
０
万
円
を
支
出
し
た
。
現

在
、　

年
８
月
に
発
足
し
た
落

２６

合
・
吉
岡
地
区
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
が
月
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
７
回
線
引
き
見
直
し

の
基
本
的
基
準
に
従
っ
た
新
た
な

区
域
の
権
利
者
を
対
象
と
し
た
説

明
会
を
実
施
し
、
組
合
施
行
に
よ

る
区
画
整
理
事
業
を
進
め
る
事
が

承
認
さ
れ
た
。
今
後
は
個
別
折
衝

を
重
ね
、
賛
同
で
き
な
い
方
の
意

向
を
聞
き
な
が
ら
徐
々
に
賛
同
率

を
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
下
水
道
徴
収
漏
れ
対

応
と
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ー
ン
の
展
示

保
存
を
」
「
市
の
人
口
減
少
防
止

対
策
は
」
を
質
問
）

日
本
共
産
党　

松
本　

春
男

企業が抱えてい

る問題解決に向

けての取り組みは
吉
岡
急
傾
斜
地
崩
壊
に
伴
う
対

応
と
今
後
の
自
然
災
害
対
策
は

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

中
心
と
な
る
自
治
会
の
課
題
は

落合・吉岡の工

業系開発は先に

意向調査をすべきでは

市民交流や芸能

の発表で使用で

きる貸館施設の充実を

っ
て
い
く
。
ま
た
、
自
治
会
に
よ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

は
、
加
入
の
動
機
づ
け
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
自
治
会
長
連

絡
協
議
会
と
協
議
し
、
市
も
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に「
高
齢
者
福
祉
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
」「
消
防
力
向
上
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」を
質
問
）

３月２７日、「あやせ健康ファミリーマラソン」が開催されました
＜綾瀬スポーツ公園にて＞

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」


